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3．調査報告（Research Report）
    3、1 相模湾の流況調査と海洋深層水汲み上げに対する海況の事前把握
    栗田嘉宥1）・宮崎唯史1）・北出裕二郎2）・柚木つぐみ2）・松山優治2）
      （1）：東京水産大学研究練習船、2）：東京水産大学海洋環境学科）
 The advance research of the current and other oceanographic condition before
         drawing of deep ocean water in Sagami Bay．
     KURITA Yoshihiroi）， MIYAZAKI Tadashi’）， KITADE Yujjrou2）
        YUNOKI Tsugumi2） and MATSUYAMA Masaji2）
    ／獄朧翻認器幽晦ごll撫蹴謙1濫謙〕
1．はじめに
 相模湾で約200mの深さから栄養塩の豊富な海洋深層水を一日約90万トン汲み上げ、
表層の海水と混ぜて表層に撒き、肥沃な漁場を形成しようという計画がたちあげられ、
新聞にも大きくとりあげられている（Fig．9）。自然状態の海況に対してこうした人－
的な働きかけを行う際には、その効果を評価するため事前に、原初としての海況（主
として流れ、水温の分布）を十分に把握しておく必要がある。
 本研究の目的は、まず第一にこの事業が行われる以前に、原初としての海況を十分
に把握することにある。次に、表層に放出された栄養塩の豊富な海水が、汲み上げ点
付近に留まって漁場形成に寄与するのか、あるいは比較的短時間で相模湾外へ流出す
るのかを検討したいと思う。
2．観測
 深層水汲み上げ予定点は相模湾中央から少しずれた三浦海丘の付近の点（Fig．2）で
ある。汲みあげられた深層水が付近にとどまるのか、流れ去るのかが問題となるが、
そのことは主に付近の流れに左右される。相模湾の流れについては松山（1988）や
Iwata and Ma七suyama（1989）が相模湾の5箇所での係留点での長期間の観測により、
表層循環流と黒潮本流の流軸位置との間に密接な関係があることを明らかにしている。
しかし、相模湾の流れを詳細に把握するには、相模湾全体のより細かな間隔での観測
や中層・下層の流れの構造をも明確にすることが重要である。
 そこでこうした詳細な構造を把握するために、三鷹丸によって、平成13年10月2
日から平成15年IH26日にいたる3年間で計6回にわたり、流れと水温の観測を行
った（Fig．2）。観測線は城ヶ島三一真鶴沖一伊豆大島北端一城ヶ島沖を結んだ三角形
の測線（a，b，c line）で、汲み上げ点はこの三角形の内部になる。この三角形の三辺を約8
時間かけて航走しながら、14m深から150m深までの流れのADCP連続測流と3
海里毎に設定した点で800m深までのXBT水温観測を行った。
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3．相模湾の流れの分布と黒潮二軸位置
 XBT観測で得られた水温分布から温度風の関係により地衡流を推定し、これをA
DCP二流で得られた実測流速値を基準値として校正して、800m深までの流速分布
を推定した。こうして得られた流れの分布と黒潮流軸位置との関係をみてみる。
 まず、黒潮接近時の平成14年7月27日の流速分布（ADcP流速分布（Fig．3）、
800m深までの推定流速分布（Fig．4））を見る。14～150m深までの分布をFig．3でみ
ると、大島西水道からbラインを通って約3ノットの北東流が流入し。ラインから流
出していく様子がわかる。aラインでは城ヶ島側で北向き、真鶴側で南向きとなって
いて相模湾奥部での半時計回りの循環流の存在がわかる。Fig．4の暖色系部はaライン
では北向き、bラインでは北東、 cラインでは東南東向きを表し、寒色部は其々反対
方向をあらわす。150m～800m深までの中・下層の分布をFig．4でみると、 aライン
には時計回りの循環流の存在が示されている（aライン上で流れの分布が流出と流入
に二分されていれば、湾奥部で循環流が存在していることを示す）。bラインの200m
以深では真鶴側にはやはり時計回りの循環流が深さ800m深まで存在しているのがわ
かる。cラインは循環流の東側であるがその存在はみえず、表層から低層までほとんど
東南東へ向かう流出流であるのがわかる。したがって200m以深での時計回りの循環
流は、今回観測線として設定された三角形に対して全体が少し西偏しているというこ
とになり、循環流の水平規模がこの三角形の内接円程度のものであることを示す。ま
たおよそ200m深を境にして上層では半時計回り、下層では時計回りという上下で逆
転する循環流が存在していることがわかった。
 次に黒潮の離岸した平成13年10月2日の流れの分布（Fig．5）をみてみる。 aライ
ンでの流れの分布をみると、50m深三三では時計回り、350m深三三では半時計回り
の循環流が存在しているのがわかる。b、 cラインには循環流の存在は現れていない
で、流れ自体弱く20cm／sec以下のごく弱い流れである。これは循環流が相模湾三部に
偏しているか、水平規模が小さかったかのどちらかであると考えられる。このような
表層循環と黒潮流軸位置との関係を図（Fig．6，7）でみると黒潮最接近時の7月で表層
は半時計回り、最離岸時の10月で時計回りになっていることが明瞭にわかる。
4．夏・冬の水温分布の特徴
 相模湾付近では表層の水温分布は非常に顕著な季節変化を示し、それは150mから
200m深にまで及ぶとされている。 XBT観測によって得られた水温分布（Fig．8）で
季節的な分布の特徴の違いをみる。1月では200m三三での鉛直勾配が小さく均一性
の高い混合層が特徴的である。少し水温水平勾配が認められるが、これは半時計回り
の循環と関係している。200m深では13℃で、表層との温度差はわずかに2℃である。
夏の平成14年7．月は100m以浅に水温鉛直勾配の大きい、いわゆる温度躍層が発達
している。したがって栄養塩の下層からの補給が不足してくるといわれる。その夏季
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では、深さ30mあたりの水温は23℃、200m深では冬季と同じ13℃でその差は10℃
にも達する。深層水は200m深付近から海面下30m付近へ汲み上げられるという
計画であるが、夏季では10℃の温度差があり、大きな密度差となっており、汲み上げ
た水がそのまま再び沈んでいく可能性があるため、周囲の暖かい水と混ぜて放出する
計画のようである。
まとめ
 海洋深層水の汲み上げ周辺の海況について観測結果を簡単に説明したが、周辺の流
れの場が、表層から約800rn深に及ぶまで黒潮の影響を強く受けることが詳細に確認
された。汲み上げられた栄養塩の豊富な海水が付近に留まって漁場形成に貢献するこ
とを期待するが、たとえば流れが毎秒20cmあれば、1時間で720m、1日では約17
kmで移動する。こうしたことを配慮の上、効率的な運用が展開されることを期待す
る。そして本研究が海洋深層水プロジェクト推進、漁業振興に幾らかでも役に立つこ
とを願うものである。
 最後に一緒に観測を行った東京水産大学海洋物理学教室の学生諸君と青二二乗組員
に感謝する。本研究は平成13年度教育改善推進費（学長裁量経費）の一部を受けて
行われたものである。
参考文献
gwata． S and M． Matsuyama （i989）：Surface circulation in Sagami Bay ：the response
 to vargation of tke k〈urosgo axgs． di．O．S．di．， 45， 3 gO”320．
松山優治（1988）：駿河湾および相模湾の循環流と潮流、沿岸海洋研究ノート、26，1，
 2gg32．
一229一
？i㌶十一蒸鱗満1報礁
 海瀟近くにく善しげ
 栄・i遷豊欝な妊漁婦に
  寅講｛ヒ曇れば1復鷲漁擬源浸騨璽
            噂  ’ 川   ・ミ「             まニ  マ ワギ  ヒゼ             ぱ          ヨド            論義 ☆
 癬  o賦 ，，騨  蹴彗      融聾審満・s・・：：v，”しt慧鍛鳳漏雪遊嵐＿，．．
く∵＿ ．  魂；，章、 、、串 心鱗ξ δ
              の い   な ドも 憾：高命靱1：li：灘漁、うた’
黛里’木ア
．：L
、こ鶉
     ロギ ま   さ     「く襲繍㍉書 霞，
     ♂マ欝霧母     繍㍉蟻     ρ；濃？再｝量羊ll驚
     爽｝’1さ。｛ 1’t：
     lr・・ゼ試ダ1
     就雛≒
      ，雪「勧  ｝ ノ
      ミニ まご  ノ ドしヒ
      饗ぐご、ρ
      3：きし㌧      議慧峯ψ
      慧鱒k，1ミ； ・・
     キ ギ  モぬ べを  ド     燕轡鷲叢
     嬢1㌻ ve l爵 ■「 煮．il
     鵜えぎ樽  ゴで     御戸灘 構 頒｛燦
      「 娘秘病
    ．熟
         ｛；
    紐為轟 惚鴛・噸
 桐 F鞠； 念Ut
L’ tim i ’i
      ツオく
    プで
Egptmuzztwpt－
1馨饗繍魏義罷lll緩鍵
懸1嚢1魏淑1擁導i難爵1
湘
南
pt・
 燃孟麟
疑冥炉「燭．瓶謎 ，
悔艇揖尽葛’
卜㌔ ：ぢ
臨’駆…
t｛－∵｛  ，
．諦   ＝．漕 覧
なご    な も  ナ
 ：㌔轟窯蜂
頚心 ・L．”sド曇
 』即㌧叢．：
1』誰強
∴ジ：’
愚、、「／／ ’．
 毒寒季
ウ轟君  ・’  1 く
は サヒ ニ
蓄1、：’．ゼ
：’ su a ”  」
曇攣塗 曹 中
二懸マ脚．誌此ま
顔 ・ヅ陣＝
 も     ㌧  ・ 電
Fig． 1 The newspaper reports “THE PRPJECT OF DRAWING OF DEEP OCEAN WATER IN SAGAMI BAY”．
欝圃’
3岬 ll
 t”
＊＞e
                          深層水汲み上げ点
                          XBT観灘
                         ＿＿＿＿Alx艶観測
         澱↑         “縛r
 1筑登．1
 嬢僅湾鍛湖図
Fig． 2 Stations for ADCP and XBT measurements with T／V Seiyou－Maru．
一230一
14m
20F
35” N
oof
40T
o’
rt39一 E
Oi o’
    ､ こ ノ  
轟窓蝿
ピじ
））
賑  、諭君鰯霧夕
る潔§刃
100m
20’
35‘ N
OOi
40’
 139： E
oi ’”C一@20i 40闘
（擁風，
風．
／／／D〔デへl／
’／” @／i’t／t）j
1腐勘
  忍堺凝
som
20脚
35’ N
OOd
40層
Oi
rt 39” E
Oi 4，0d
n．． T0⊂m／s
滋臨。暴懸
r璽．騨♂ ‘
、・ら二?D
     5；ノ…．∫．．、
 ！．，．．  サ．
z二／         1二
^                 宰     ．ゴー ドぐ                し     ゴ じ 
ヒ             ダ う どり     む コヨ 
／．i試）．、．1’．、ズー．冒．L ・、．
！／： 〕；、＼ ）．「＼II．陛   N．、
 ．、 ．i．．．＼．．．．．．．．．   Il
∫t’
R
β．「 @    ノ：〆
驚～1藁
麟胴
薦⑪㎜
20’
35“ N
oo’
o’
139” E
Oi OT
40i．一．
@50crn fse
 ノ   ゴ    しヒ           @サし ド  ド   1．．で．         ． 〆．、．
 ぼ              ぐドごニニ コ      
  ハ                  ド ザヨ        ノ  ヨ窯暢鯉∵繋箒
、無終
F’ig．3 Current distribution by AI）CP．
一231一
言
E
目
目
      a line
真鶴      城ケ島
      STAT工ON
  7  6  5  4  3 2  1
o
200
400
600
BOO
塾譲藪
〉
lt．r
真鶴
7  8  9
b line
STAT工ON
10 11 12
大島
3 14
o
    c line
大島     城ケ島
      STAT工ON
 14 15 16 17 18 19 20 1
c
200
曾
H
目4。。
圏
600
800
200
宕
H
目4。。
圏
600
800
瀞くA
   g
                                                                                   
            エOkm                ユOkm                ユOkm
Fig．4  Vertical distributions of geostrophic currents during nearshore Kuroshio at July 2002．
言
H
E
目
    a line
真鶴      城ケ島
       S工ATION
  7 6 5  4  3  2 1
b line
真鶴
 7  8  9
STATION
10 11 12
大島
314
o
200
400
600
800
    c line
大島     城ケ島
      STA工10N
 14］．5 16 17 18 ユ．9 20 1
o
200
言
H
包400
圏
600
800
Ktthes
   T“，
，
酵
づ
  x
謡1
量
L，1
蓑
A
闇
 bif’
A（（
一 ユOkm
200
9
EI［
目4。o
目
600
800
Fig． 5
纏
一 ユOkm
Vertical distributions of geostrophic currents during offshore Kuroshio at October 2002．
一232一
平成15年1月
躍
         ’一都三県漁海況瀞．
  s魯㌍隣N【．se＊ttt匿・2002＄ 塁錘；t．18”
     ．榔眠サンワー
     櫛順紐露棚鮒
    o齢周昂ぷ層解康場
35’即・猟    を 掴亀
     椒鍵
  ・鑑■層．1・   tb
” hi訂一儲  塒輝紹3一’
憾鱗
ss’
32’
 IV
．．
戟Dレ．」
tse’
水  温
 葡目差
．平年像差
土
大島
1？，O
＋o，s
の3．9
罰。■麟
t竃弓
聞．｝
    麗隣＊彦鵬畑分8              言60．．・脚、 ・鍵
・雇6．
婦丘．    ／P儒   一ぴ岡ti一．・
L《曙．…di
ll｝1’一一［一一一t－rl一一
     一．t－」．．，Fu幽「一画1一曹「
齢し。↓
   掬†響†十†一
   t．lvX一一F一一1一一÷一｛…1一 tth
ユ∴．一一．i．一．1一．・．＋．＋＿⊥．．1一．
  A7覇警世》
ぐ．L．
十τ尋嬬
  …：・一十・イー・＋；＋一
一弓．．一，，トー．．晶．↓碗．
喚問
t7，S
＋o．o
－3，2
鵬’ 1IO’
配意島神津島rv・田
le．5 1，7，4・ 一
一。．2 門田  一・・
一・Q，8 一一3，9 一・
⊥榔況
  昂潮鷹酬凶申9、V”を旗
 駈り乱し、謹竈◎瞠でか硬貯
 しE畢．asじ画ntt額腓晶
 o南構価でい愚．
  er融卿邨肉es厩で塩5
 1δ℃台6める鱗肱
  醐幽ホ購s、ほめ馴．
川’
畢5’
ev
3S’
 32’
．鈎．
阿古 即躍島大賀郷三叛
一一 23．1 一一 22，0
： ： ，：一 81g
平成14年9月
3r
一都三県漁海況遠銀  蔦4．326
卿「剛■硬摩卿“鯉藍層讐2002郁9門12【1
千繭tW腫研見？小
。［劇嘩刷臨酬蘭
，獅漏承■霊験婚
声向・竃電
→撤巳
輔．
．一一 gー十・
．一L．．L
舗トー十
tr，
 側
適i綴
．．；”L．．；一．．L
 卿．rh7．．．F．一1一一一1一一
  昂■ 内国
命日
！lr．t；．．．：．of
 L」遵
粟酬寵撒柵 k島分鴨        se’     k一．t
．！
 ’u’
 ノ
蹴撹二：購
｝1．．．L．」
1・一■一・甲卓一一”一・・
難識懇懇圭
胃＿：蕊貫i． ”F，”‘
              L．t．1
2闘’
水  温
 前日差
平隼偏差
比島 新島 懸隔島神津島坪田
25，9 2S．e 27，g za，2 ．一
面．0 殉．5 砲．5 ＋D．5  一
．O．9 ＋3．5 ＋3，e t3．2 一
tti 1］’［i：llr．tlj，：
一；
“e．LL．一1．；
一軸ト」］
噸1
9，ト
．i．L
川’
1－1
1一一1一
阿古 御蔵島大賀郷三楓
＝籍：糊：郷：1
・  一 ＋O，5 ＋T．O
IS’
st’
鐸
S6’
35’
平成14年7月
一山三県漁海況速報 層4292
弼鰻凄。架闘確舗験5
   ‘F騨鰯臣センダ・－
   劉艸㎜暫厳雷
   5鷺錘nykM籟猛
凋幽・紫■
←．L一酌
繊馨
S4’PL一： 一一A・
20024 7 AZe G
園膨
   ．
薫藻歯a磯凶陰櫨 匁鳥分s        aぎ
ザ「マ
ll－1一一
，！一…H35’
；．L“Lt4”．li一．．；．一一L．．ifi一．1．．．L．一L．
一躍蟻
83’・．一・一トート柵・屑
  ．一1．一；一g．”；”；．．4．．
水  湿
 荊日差
第年偏差
夫越
25， 2
ウ1．8
月、5
新島
24．g
D，5
．t4
・．｣
s4’
     ・卜，冒←一”          tl
 fi．．：．．vy．一一1一．sl”一’
 『‘1…b ｛’““i” ●＋’鑓
一t一’一．一i一．．：．一一Y－」一一一i’一一一1一・一i一・・
1／40’
式摂島紳津島坪田
2S． A 2S． ：， H”
一，g 一コ口2・ 一一
肩．4 →1．臼 一
h’”卜’窒
  一一a一一一1・一一1…一alv
一・ p一t一・＋一＋一一：一一
ト”炉甲→鯖’曽門i幽”1肺
        S2＝
   欄剛  scr
阿古 御蔵島六豊郷二根
一一 2Zl 25，2 25．2
甲一 @ 一〇、1 ＋ゆ、4 ．・o．3
一 一 一〇，e 一〇． s
sv
”・
平成14年11月
山窟綱曜灘験壊六切分。
       ’一都三県漁海況灘、．．μ436◎．．
蜘塵国軍窯郵窟昏試陰5aOO2v 豊1押．18踊
． 欄暫ンt一 舶瞭＊鰍醐簡
。鼻■耶累尉“趣噛
・レ
：f ’A Ct
甲哩
3『瓢’難餅一．、畠・”㍉’｛
        ，冒¶  ．盤78
灘鐵ξ：・m耀
  1 り濫   卜・ ’ ，    ・．蔑－ M筆i融，’。，
灘騨響
  ．ll l口 口  目  ＋÷’i＋村÷・・卜一÷ト
                 匹禽露咀 馳  8 脚 ■ r ，  ‘ 臨「ss’狽窒魔?窒奄狽奄狽?|pt
  i ， 1 1 一 1 1 t l t i i 4 s  ．．や恥陰開口’．一中r・闘＋重＋一r曹・・一→一層一轍・・1一一ト”  目  lIl目  ：1目｛    膠一■㌔國」一卿⊥一＿願一F占俺7 罵 oJL．甲■暫一  1； 臼 ｛ll”・1：：＝Erm ．：．」．”1．．4，
            ！  l  tI I i  f
            lr十一十”1
            」     1  匡『            l  t  l  i           一．IF一            ，    唇  」32‘          ’  1輩
 se’  18ぼ   算
79♂ロ曝｡o 貿
   「        L  ．
ｺ駄
確         ．
@．耳
水  温
 荊臼整
三平年憾差
’
大島
17，0
＋g，a
－3．9
斬島ILS
＋o．o
－3．2
     P   L ’   1   →一甲6         ・   ■  ㌦”．
 嶋   ，  ・’・
      蝋・縣話
 ．「， 曝
     ’9’榊墜
  t齢’ ．・’1．．
     ．も暉．辱   ・；   ．騎概醸．瓢
  灘灘’・
   1「．    ．ゲ
   ド     ロ         ロ  撚離i1｝
   il     1   ■
  く        1  1
      ・’1
   阜  J．lr
  ｝  ，    し  1
   ．幽i      匿  1轡1…控．，，
陣：ill；rll・Y．li
    覇   I  I   早 1「
  1  ’  」 1
   、〆     1  ，
  嘲  闘    1』 1
  幽 桑1備．
埆嫌鰯   噂
呵．・剛・，一r”t一一叫L，
フ～＝†寸寸層†一
    鵬  t l 層．’■”・響卜一＋一i一一一    l  i  l
    1  十  r    け噛1一’幽
ss’
     、ト林一
      ’■  l      hl  ．33’
      1…L」婦＿
          」  雷  暉  1  ‘           ロ         ロ瀬＝誌；：纏臨灘．
砧骨ミ，．1弾雛轟榊．＿
＿中騨．歩．↓．↓＿．↓・‘℃師あゆ鵬．
  「 I I  I 粥のホ醜臥働鎮内．    幽  ＝  1    ，                     32陰，398 ”  lgo‘ Ir  川’ ．pm．
式根島神津島坪田
18．5 1，7，4， 一一
→o．2 一一  一
一2．e 一3．9 一一
     ／一r一一3ぴ
 ． 、翼 星
   羅・．   ・．
 コ ロ                コ    」 ．計’， ．，種§．＝．≧．．・『匡
         訪●鑛欝捗
 ．癌．s ＿．一．．8」   －          三F  ． 1．．．」」．．．↓↓．”
  し  1    1  1
コ  ロ          コ    
1 ■ 1 一一∴＿∴．
l  l  幽    ．  10  ■  ■     馳  ■
闘  辱  l    l  嘲
     四・e『一トーIll  Il
I、， ，i s4’
1  闘  l      I 雪1
「  膨  」     ≧  聰
t．輔一r「・幽傅験ド馬肉。噛，  匡  1     伽  貯
。  幽  監      r  l      l  I
      慶   L      ‘  1      監  1     ・ ドワ司■．  ■  1 ．し．．1・
      l l
      l  匹     ，・向・噌甲7一一      l l
      鰐 1
      障  1     輔ト嚇膨   1  幽
阿es 御蔵島大賀郷三栂
   23．1 一一 22，e
一一 一 一一 ＋o．o
   一 ．一 ＋a．o
Fig． 6 Various path ofthe current axis of the Kuroshio during nearshore，
at January， July， September and November．
一233一
平成14年5月 平成13年10月
sf 1
ss’
韓
Sl’
t：et
水  渥
 需日菱
平年嫡菱
1es’ x 1c啓’   me
3ポ
 算
譲
購
駆
ss
141， ＃
奉襟奪灘島讐磯島替卿碧
℃、3－eg弔，5－1、o ・・ 一 一一 一亨1．フ
S2’
                    ㍑押瑠鉱骸悪 喚ポ“リポゴ        ロ        ロ     もへヘハ ロ藷灘鍮
鳶1：！．鍵1撚灘
：t）tV M’t 1｛hh ：：t）
    ．へv 影鋳 写撚ぬ「￥s pt・
「叡     嶺   ；き＄   Lt≧ ≡   ，き 睾
1・， ㍑  華  mrさ  ウ jT  Fげ4   ・
“’ｰ豊一、： oう 、’・’s ・
星構“vses一．XMve二橡
   牌   厚隔  笥写
’…@           い｝
  曹一      －｝    一 3 3
Fig． 7 Various paths of the current axis ofthe Kuroshio during offshore， at May and October．
一234一
平成15年1月  混 合
             STAT工ON
        7  6  5  4  3  2  1
     STAT工ON
7  6  5  4  3  2  1
o
ユ4
50
言
N
謡
圏100
150
200
；s．b
×．．q．
   ．ぞ暫
／・・
？N
200m
一一一一1－LLLLU－J
 10km
o
200
 
日
）
H
幽  400
国Q
600
800
Vi Y
L一．．一．xm一一一一一一．
／へ一
800m
LLL－LLLLLLLJ
 10km
平成14年7月
0
14
50
君H
鼠
国  100A
150
200
  成 層
   STAT工ON
6  5  4  3  2   1
200m
L一一一“一L一一一
 10ケ日n
o
200
Av
臼
ρ司  400
国
口
600
800
      STAT工ON
7  6 5  4  3  2  1
800m
LLL一．一一1－LLS
 10krn
Fig． 8 Characteristic distributions oftemperature in Summer and Winter．
一235一
3．2 平成14年度（2002年4．月から2003年3H）の東京湾表層航走モニタリング
           （水温・塩分・クロロフィル蛍光値）
    宮崎唯史1）・堀本奈穂2）・石丸 隆2）・山口征矢2）・栗田嘉言1）
     （エ）：東京水産大学研究練習船、2）：東京水産大学海洋環境学科）
Underway sampling of七emperature， salinity and in vivo chlorophyll fluorescence
      between April 2002 and March 2003 in the Tokyo Bay
   MIYAZAK［ Tadashii）， HORIMOTO Naho2）， ISHIMARU Takashi2） ，
        YAMGUCHI Yukuya2） and KURITA Yoshihiroi）
   隈三論翻翻：：撒認1認：離こ腓：〕
1．概略（General Account）
 平成14年度航海報告（宮崎，2002）と同様に、東京湾における表層モニタリング装置
による水温・塩分・クロロフィル蛍光値の観測結果を報告する。
2．方法（Method）
 観測期間は2002年4月から2003年3月までとし、観測海域（Fig．1）、表層モニタリ
ング装置の仕様及びデータの解析方法は宮崎（2002）に従った。
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Fig． 1 Observation Area
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Table 1 Observation Date
Day
Apr． 15 18 192021 2223 24
May 9 13 1519 21 2225 2731
Jun． 4 8 9 Il 12 15 16
Jul． 6 7 9 13 14 222830
Aug． 3 6 7 1025 2930
Sep． 3 6 7 12 13 30
Oct． 3 5 10
NOV． 2 11 12 13 15 18
Dec． 12 i3 16 18
Jan． 丑4 16 互9
Feb． 4 5 8 9 10 2225 2628
Mar。 五 3 4 7 8 餌 置4 17 聡
3。結果と考察（Res旙t a翻Discussio㊧
 東京湾表面の水温（℃）、塩分（PSU）、クロロフィル蛍光値（FU）について、それぞ
れの観測結果をFig。2に示した。なお、本研究では、多摩川流域（北緯35Q3α付近）より
北側を「湾奥」、多摩川流域より南側と観音崎一富津岬の間（北緯35017’付近）を「湾央」、
そして観音崎一富津岬より南側を「浦賀水道1とした。
3．a水温
 2⑪02年4月から2002年11月までは、水温の南北較差は非常に小さかった（！．7一一3℃程度）。
そのパターンは、4，5月では湾奥において水温が高く、湾央で低水温となり、浦賀水道では再
び水温が高くなった。6－9月には、湾奥で高水温となったが湾央、浦賀水道に行くにつれて水
温が低くなった。一方、2002年12月から2003年3Hにおける水温の南北差は6－8。5℃と著
しく大きくなった。そのパターンは、フnントが明瞭で多摩川付近において最も水温が低く（10
一一P1℃）なり、多摩川の北側の東京湾内では常に12℃程度であるが、多摩川より南側では徐々
に高くなった。
 年間を通して傾向を見た場合そのパターンは、平成14年度と類似していた。4．月から7
月にかけて徐々に水温が上昇し、2002年8月に最高水温29．2℃を観測した。これは、2001
年8Eの最高値よりも20C程度高かった。そして、9月以降は降温し、2003年1Hには9．8℃
と最低となり、前年よりも約1℃低い値を示した。
3．2塩分
 塩分の南北変化は、水温の分布と同様に2パタ“ンに分けられ、よく対応していた。2002
年4．月からll月までは、塩分の南北較差が非常に大きく、最小値は2002年10月半17PSUか
ら最大値は2002年4．月の345PSUであった。南北パターンは、いずれの時期も十三において
最小値がみられるが、その値は，月によって大きく変化した（2002年IO月17PSU，2002年11，月
31PSU）。湾央及び浦賀水道では南下とともに徐々に塩分が高くなり、明瞭なフロントが形成さ
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れることは少なかった。そして、浦賀水道中央（35。05’N）より南ではいずれの時期にも33．5PSU
よりも大きくなり、値もほぼ一定であった。この期問内の分布パターンは、平成14年度と同
様であり、東京湾においては梅雨や台風以外の要因でも淡水の流入量が多く、成層の発達する
春、夏及び秋期の表層では大きく影響を受けることがわかった。
3．3クロロフィル蛍光
 クロロフィル蛍光の分布パターンは、湾央から湾奥にかけて高い蛍光値を示す場合と南
北変化がほとんどみられないパターンの、2パターンに分けられた。
 前者は、2002年4月から9，月までで、この時期、湾央より北では6FU以上であり、特
に湾奥では10一一28FU程度に達した。また、春と夏の2回ピークが認められることは以前
から知られていたが、2002年度は4月と7．月にピークが認められた。
 後者は2002年10月から2003年3Eまでで、10月を除いては、東京湾全体で6FU未
満であり、南北変化もほとんどみられなかった。
 2002年度の各月において、高いクロロフィル蛍光値を示すのが湾奥の多摩川河口付近
でであった。これは、湾奥では多摩川以外にも多くの河川があり、そこから大量の栄養塩
が供給されることからが原因であることは考えられるが、2002年4月、7月及び8Eなど
湾央でも高いクロロフィル蛍光値が観測されたのは、深奥で増殖した植物プランクトンが
潮汐一等で湾央へと運ばれたと考えられるが、本研究では断定することは出来なかった。
参考文献
小倉 紀雄 編  （1993）：東京湾一100年の環境変遷一、恒星社厚生閣
宮崎唯史・堀本奈穂・石丸隆・山口征矢・栗田嘉宥  （2003）：平成13年度（2001年4
  月から2002年3月）の東京湾表層航走モニタリング、航海報告書No．12，241・249
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Fig． 2 （Continued） Observation Data in the Tokyo Bay （Jul． ’ Sep．2002）
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